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本日の内容



精神障害者福祉の歴史①

1900年 精神病監護法

1919年 精神病院法

1950年 精神衛生法 生活保護法

1965年 精神衛生法改正

精神病院開設ブーム

保健所を地域精神衛生活動の第一機関へ

身体障害者福祉法
精神薄弱者福祉法

1987年 精神保健法

ライシャワー事件

1984年 宇都宮病院事件

精神障害者の人権と社会復帰促進

相馬事件

通院医療費公費負担制度、精神衛生センター設置









1950年 精神衛生法
患者の治療、発生の予防をしていきましょう
自宅監禁は法的に禁止しましょう

1965年 精神衛生法改正
保健所を地域精神衛生活動の第一機関へ
通院医療費公費負担制度、精神衛生センター設置

ライシャワー事件





1987年 精神保健法
精神病院開設ブーム

精神障害者の人権
社会復帰促進
国民の精神保健の向上

1993年 精神保健法改正

1984年 宇都宮病院事件

精神保健法の基本的概念は

現行の法律「精神保健福祉法」にうけつがれる

「国連障害者の10年」
1993年 障害者基本法

→精神障害者が
「障害者」として認められる

退院して地域でみましょう！









＜社会復帰施設＞

・福祉ホーム
（障害者自立支援法による地域生活支援）
・グループホーム
（障害者自立支援法による自立支援給付

/共同生活援助）



まずは看護師になるため国家試験に合格することが目標だと思います。

そのためには、基礎、臨床、内科、外科などのメジャー科、小児科、産婦人科、皮
膚科、精神科などのマイナー科、膨大な勉強を強いられます。また、看護学ですか
ら、特に患者の看護という視点からの知識が重要になってきます。

精神科の授業は、比較的覚えることは少ないかもしれません。

実際、国家試験も常識で解ける問題が多く、教科書レベルの基礎知識があれば、だ
いたい大丈夫です。

常識問題を常識として理解できるようになるためには、精神科医療についてのイ
メージ作りが重要です。時には精神科疾患を取り扱った映画DVDなどの視聴ツール
を用いることもあります。

＜授業指針＞



②精神科疾患概要



精神科の疾患って、どんなものがあるの？



疾病及び関連保健問題の国際統計分類
(International Statistical Classification of Diseases and Related 
Health Problems)

F0
認知症

F1

F2 統合失調症
F3 気分（感情）障害

F4

F5
F6

F7
F8

F9

ICD-１０



DSM‐５ 精神疾患の診断・統計マニュアル



 統合失調症 schizophrenia
 気分障害 mood  disorders

うつ病 (単極性障害 majar depression)
躁うつ病（双極性障害 bipolar  disorder)

 認知症 dementia
アルツハイマー型認知症 alzheimer’s disease
脳血管性認知症 vascular  dementia
レビー小体型認知症 dementia  with  Lewy  body
前頭側頭型認知症 frontotemporal  dementia

精神科の３大疾患



看護理論に提示されている看護の目的

フローレンス・ナイチンゲール

患者の自然治癒力が発揮できるように患者を最良の状態に保つ
こと

ヒルデガード・E・ぺプロウ

教育的手立てを通してパーソナリティの発達と成熟を促すこと

フィル・バーカー

人が成長、発達、変化を経験し、自身の経験から重要な何かを
学ぶことができる状況を提供すること



③日本の現状



増加



厚生労働省





精神疾患
２６７.８万人
糖尿病 悪性腫瘍
脳血管疾患 虚血性心疾

患

５大疾病




